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る.例えば1995年 1 月 17 日におきた阪神・淡路大震災で
はトヨタ自動車をはじめ多くの生産ラインがストップし
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ただし, )(tP ；時点ｔの販売価格, )(tI ；時点ｔの変動




業者１から 購入した場合の利益 )(1 tF と供給業者２か 
ら購入した場合の利益 )(2 tF に区分して表現すると以 
下のように表せる．    











































を捉えた Nagurny の SCM 均衡モデルを参考にし、モデ
ルの拡張を行う． 
3.1 SCM 均衡モデル 











いま複数の業者が存在し，製造業は      , 










  ここで  は製造業 の製造量であり，製造コストを 
で表現する．製造業 における製造コストは以下のよ 
うに表す． 
( )qff ii = ，                 （5） 
また製造業 と卸売業 における製造量を とし，製造
業と卸売業  の製造量ベクトルを  とする．製造業 
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 次に，卸売業 と消費者 においては，卸売業 と消








益を 大にするように決定される．(6)式の  および 



























利益と取引量は次式で表される．   
 



































































































































































































































































( ) αα dcardTQ
sM
∫= 0
1              (10) 
ただし， M： 大のメンバーシップ値 
        card(α)：αレベル集合の要素数 




値がすべて 0のときにTQの値は 1で 大となる．ここ































    Ms：判定の対象となる s個の代替案の中で 大 
のメンバーシップ値 
(11)式は，まず n 個の代替案から 良の代替案を選択
する場合（これは通常のトランクィリティと同様）の迷
い，次に残りの n－1 個の代替案から 良の代替案を選





























12MTQ          (12) 
 
 





























































要素に関する情報を用いて業者選択をするとき   と




























ジーエントロピーを用いた業者選択のウエイト  を 
導入したファジィエントロピーモデル（EMTQ2）を次式
に示す． 



















製造-卸売（小売業）-顧客の数を 2 社-3 社-2 社と仮定










図 2  2-3-2 サプライチェーン構造図 
 
製造業は製造コスト   を次のように仮定する． 
( ) 121211 25.2 qqqqqf ++=           (16) 
                        (17) 
製造業者の卸売業者との取引コストは次のよう仮定す
る． 
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            ，        
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         ， 
         ， 
 



















( ) 112111111 5.3 qqqc += ( ) 122121212 5.3 qqqc +=
( ) 212212121 5.35. qqqc +=
( ) 222222222 5.35. qqqc +=
( ) 132131313 55. qqqc +=










































( ) 10005.12 323131 ++−= ρρρd
( ) 10005.12 313232 ++−= ρρρd
( ) 511211 += qQc
( ) 521221 += qQc
( ) 531231 += qQc
( ) 512212 += qQc
( ) 522222 += qQc








( ) 221222 125.2 qqqqqf ++=
2Q
サプライチェーンネットワークにおける業者選択と利益 大化モデル 11
表 1 メンバーシップ値 
 オーダー数 値引き 支払遅延
卸売業１ 0.9 0.8 0.7 
卸売業２ 0.8 0.7 0.4 




（EMTQ2）を利用した結果を表 3 に示す．表４はその割 
合の結果である． 
表 2 選択確率 
 オーダー数 値引き 支払遅延
卸売業１ 0.36 0.34 0.3 
卸売業２ 0.44 0.4 0.17 
卸売業３ 0.59 0.41 0.01 
 
















図 3 利益の均衡点 



























(1) Anna Nagurney，June Dong, Ding Zhang，“A supply chain 
network equilibrium model”, Transportation Research Part E 







(4)Ronald R.Yager，“Measuring tranquility and anxiety in 
decision making:：An application of fuzzy set”，International 




















1 2 3 4 5
Nagurneyモデル EMQT1 EMQT2
580
590
600
610
620
630
Nagurneyモデル EMQT1 EMQT2
千円 
卸売業１ 0.25 0.28
卸売業２ 0.27 0.32
卸売業３ 0.48 0.4
jF
r
jT
r
ループ回数
